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議事次第

○定例会見 代表取締役社長 前田 信弘

○会見内容

１．２０２２年度事業計画の概要

２．首都高カーボンニュートラル戦略の策定

３．大規模更新事業の進捗状況

［１］日本橋区間地下化事業

［２］東品川桟橋・鮫洲埋立部更新事業

［３］高速大師橋更新事業

４．首都高速道路の大規模更新・修繕及び機能強化に関する技術検討委員会の

進捗状況

５．川口ハイウェイオアシスの開業

６．最近の通行台数状況

定例会見 (2022年5月25日)
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１．２０２２年度事業計画の概要

高速道路事業：3,125億円（前年度：2,972億円）

高速道路事業以外の事業：125億円（前年度：140億円）

〇 ２０２２事業年度は、計画的で適切な維持管理や大規模更新・修繕など安全・安心の追求、ネット
ワーク整備、道路交通情報など快適・便利なサービスの提供等を着実に推進

事業区分 事業の概要 事業費

高速道路の新設、改築
・新大宮上尾道路（与野～上尾南）等の新設、改築 72億円

・日本橋区間、東品川桟橋・鮫洲埋立部、高速大師
橋の大規模更新

362億円

高速道路の維持、修繕 ・首都高速道路327.2ｋｍの維持、修繕 1,694億円

・大規模修繕等 997億円

事業区分 事業の概要 事業費

パーキングエリアの管理 八潮パーキングエリア等の管理 0.4億円

国、地方公共団体等からの受託事業 新大宮上尾道路の受託事業等 96億円

その他の事業 駐車場事業、首都高速2号線高架下施設事業等 29億円
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２．首都高カーボンニュートラル戦略の策定
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○ 首都高グループは２０５０年カーボンニュートラルを目指すことを宣言
○ ２０２２年３月 首都高カーボンニュートラル戦略を策定

冊子 P.５

冊子 P.7～

冊子 P.11～

さらに強化され、安全性や利便性が益々向上。持続可能な社会の実現に向けて２０５０年も地域社会との共生を図りながら、
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２．首都高カーボンニュートラル戦略の策定
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○ ロードマップ：2050年カーボンニュートラルに向けた具体的なスケジュールを策定 冊子 P.26
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３. 大規模更新事業の進捗状況

〇3月10日に本体工事の契約手法説明会を実施し、4月20日に常盤橋地区トンネル工事について公示
〇2021年4月に呉服橋・江戸橋出入口撤去工事の足場設置等の準備工に着手し、2022年3月から
床版撤去工を実施中

〇6月に出入口撤去工事の橋桁撤去における降下作業状況を公開予定

［1］日本橋区間地下化事業

写真② 床版撤去状況（江戸橋入口部） 写真③ 料金所撤去完了（江戸橋入口）

①

八重洲
一丁目
北地区

日本橋
一丁目
中地区日本橋

一丁目
1・2番地区

室町
一丁目地区

日本橋
一丁目
東地区

③
②

呉服橋出入口撤去
江戸橋出入口撤去

常盤橋地区トンネル工事

写真① 出入口撤去工事状況（江戸橋側）
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今後の現場公開予定 6月頃 出入口撤去工事の橋桁撤去における降下作業状況を報道機関向けに公開予定
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写真② 大井水管橋上の桁架設工 写真③ 鮫洲埋立部 プレキャストボックス設置工

更新下り線
（工事中） 更新上り線

（暫定下り線）

更新下り線
（工事中）

写真① 現場状況

［2］東品川桟橋・鮫洲埋立部

〇 更新上り線は完成済みであり、残る更新下り線は東京モノレールに挟まれた狭隘な空間で工事を
実施中

〇 東品川桟橋部は、交差する大井水管橋、大井北埠頭橋、目黒川渡河部上の架設を完了し、引き
続き橋脚及び橋桁の架設工を実施中

〇 鮫洲埋立部は、大型フォークリフトでプレキャストボックスの設置を実施中

旧 羽田線(下り)
（撤去中）

切り替え

東京モノレール

大井JCT

上り線
う回路

更新上り線
(暫定下り線)

更新下り線
(工事中)

断面図

完 了

現 在

更新上り線を暫定下り線として供用中

更新範囲 約１．９ｋｍ

鮫洲埋立部
約０．６km

東品川桟橋部
約１．３km

高速1号羽田線

現在

写真①
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３. 大規模更新事業の進捗状況
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〇現在、大ブロック橋桁の水上運搬が完了し、橋桁移動設備上で新設橋の組み立てを実施中
〇組み立て完了後、高欄・舗装・遮音壁・電気配線等の附属施設物工を実施予定
〇2023年度、約２週間通行止めにより既設橋及び新設橋を河川上で移動する架け替えを実施予定

［3］高速大師橋更新事業

高速大師橋

多摩川

架替区間：約 300m

大田区川崎市

更新（造り替え）区間：約３００ｍ
総重量：約4,000トン

写真

～東京タワーと概ね同等の長さ・重さ～

橋桁移動設備

4月20日
運搬完了

5月15日
運搬完了

6月～ 新設橋上からクレーン
により組み立て開始

川崎側

東京側

現在

２０２３年度 架け替えに伴う通行止め（約２週間）

３. 大規模更新事業の進捗状況
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2022年秋頃
（予定）

2022年内
（予定）

2021年12月22日
第１回委員会
・首都高速道路の現状
・新たに得られた知見と課題に基づく今後の対応案

とりまとめ公表
・追加対策(案)について実施区間選定に当たっての考え方
・今後も継続検討すべき事項 等

2022年 1月28日
第２回委員会
【現場視察】高速1号羽田線羽田トンネル

2022年 2月18日

第３回委員会
・審議を踏まえた今後優先的に検討すべき追加対策(案)

・羽田トンネルの抜本的な対策の実施に向けた検討
・橋梁の抜本的な対策の実施に向けた検討
・将来の大規模更新・修繕工事に備えた機能強化の検討

１～２回程度委員会開催予定
・追加対策(案)の深度化等

2022年 3月8日
中間とりまとめ公表
・新たに得られた知見を踏まえた追加対策(案)の整理
・今後の議論の方向性

2022年 5月13日
第４回委員会
【現場視察】高速湾岸線荒川湾岸橋

４.首都高速道路の大規模更新・修繕及び機能強化に関する技術検討委員会の進捗状況

〇 今後の大規模更新・修繕及び機能強化の取り組みについて検討する技術検討委員会を2021年12
月に設置し、2022年3月の中間とりまとめを経て、現在までに4回の委員会を開催
〇 今後の委員会審議を踏まえ、2022年内にとりまとめを公表予定

羽田トンネル現場視察の様子

荒川湾岸橋現場視察の様子

委員会後記者会見の様子

現在
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５．川口ハイウェイオアシスの開業

［１］ 事業概要及び施設概要

○ 川口市のイイナパーク川口（赤山歴史自然公園）と、首都高の川口ＰＡを連結して一体的に整備し、

首都高初のハイウェイオアシスとして、２０２２年４月２５日に開業

○ 一般道からだけではなく首都高からも公園へ直接アクセスが可能となり、首都高を降りずに公園や

地域の散策が可能に

○ 従来の川口ＰＡと比べて駐車台数を約２倍へ拡張するとともに、商業施設（レストラン・売店等）を公

園側へ移転のうえ、休憩所及びトイレを設置し、公園側・首都高側から共に利用可能となる施設に

整備

○ 子どもが雨の日でも体を動かし、楽しく遊ぶことができる全天候型の屋内遊具施設（一部屋外エリアを

含む） 『ＡＳＯＢｏｏＮ（アソブーン）』も同時オープン

拡張・新設した駐車場及び施設建物 商業施設
（レストラン・カフェ・売店）

屋内遊具施設
『ＡＳＯＢｏｏＮ（アソブーン）』

【施設写真】
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５．川口ハイウェイオアシスの開業

［２］ 開業イベント、ゴールデンウィークの状況

○ 開業前日に川口市主催の記念式典が開催

〇 開業当日に警視庁、埼玉県警、川口市と合同で交通安全キャンペーン、ＧＷの５月７日に川口市

と共催で家族で楽しめるスタンプラリー、働く車展示イベントを実施

○ ＧＷ期間のご利用状況は、昨年に比べて、利用台数・利用人数ともに大幅に増加

開業前日の記念式典(4/24) 開業当日の交通安全キャンペーン(4/25) ＧＷのスタンプラリー＆働く車展示イベント(5/7)

【ＧＷ期間の利用状況※１】

首都高からの
利用台数※２

レストラン・売店の
利用人数※３

屋内遊具棟の
利用人数※３

日平均 ２,１５１台 ２,４０２人 ６８９人

対２０２１年比 １７４％ ３９１％ －

対２０１９年比 １０５％ １６６％ －

※１ ４月２５日から５月８日までの利用状況（２０２１年は４月２６日から５月９日まで、２０１９年は４月２２日から５月５日までの利用状況）
※２ 利用台数は首都高からの流入車両数（トラカンデータによる参考値。公園側からの入場台数は含まない）
※３ 利用人数は各棟における販売件数データ

ＧＷ中の駐車場の様子
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2020.5～2021.4

2021.5～2022.4

2021年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2022年1月 2月 3月 4月

通行台数 88.7 96.9 90.4 83.2 92.7 98.2 101.2 102.1 87.6 89.7 100.8 97.2

対前年比 +32.4% +9.2% △1.4% △9.3% △4.4% +0.4% +3.0% +5.2% +6.1% △2.6% +1.6% +0.8%

6. 最近の通行台数状況

○ 新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴うまん延防止等重点措置（2022年1月21日～3月21日）
や降雪の影響があったものの、通行台数に回復の兆しがみられる

○ 2022年3月1日から一部料金所でETC専用運用を開始、また同年4月1日に料金体系見直しを実施

○ 2022年4月のETC利用率は97.7%となり、同年2月の96.8%と比して0.9%増加（前年4月比で+1.1％）

（単位：万台/日）

9/30 緊急事態宣言解除（19都道府県）

1/21 まん延防止等重点措置(13都県)

7/12 第4回緊急事態宣言（東京都）

（単位：万台/日）

東京2020大会
7/19～8/9
8/24～9/5

※2022年4月は速報値

3/21 まん延防止等重点措置解除(18都道府県)

3/1・4/1 ETC専用運用開始
(新たに34料金所)

4/1 料金体系見直し
(新たな上限料金設定等)
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